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〔第 1 2 表〕 逛糸復興5 ヵ年訐画の各年度目標と突績
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の#

要
構
成
に
お
け
る
見
込
み
違
い
、
す
な
わ
ち
、
計
画

 

§-
,

年
：年
前
の
需
要
構
成
を
想

.

で
.

は
、
：
輸
出
を
主
と'

し
内
需
を
従
と.

す
る
戦
前
型
の
生
糸
市_

が

想

定

さ

れ

.て

 

95
8
:

定
し
た
製
糸
設
備
の
い
た
に
拘
ら
ず
、
‘
_

際
に
は
、
趴
後
の
虫
糸
輸
出
は
砠
し
て
不
振
で
、
生
糸
需

 

嫌
，
昭

.

復

元

：
と
，

(

但
し
、
終

戦

.
要
の
大
半
が
内
需
に
向
け
ら
れ
る
よ
ぅ

.

に
な
，っ
た
こ
と
等
で
あ
る
。
そ
し
て
、

26
m 

^

ゆ
す
べ
て
が
一
ニ
中
こ
れ
ら
の
点
が
、

.

後
日
、、
設
備
過
剰
問
題
を
は
じ
め
、.
戦
後
製
糸
業
の
諸
問
題

 

は’
.

用
で
あ
っ
た
繰
糸
機
：
の
直
接
の
起
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る

。

.

を
、
半
数
だ
けT

四
.

.

：

：

ノ
：

 

：
：

：

•

:

備

M
.

和
？
こI

I

、
 

㈤

統
制
撤
廃
と
自
由
経
済
へ
の
対
応
 

設

3:
.

(6
)

中
. |

に
軔
換
し
ナ)

'

「

'

 

. 

,

§
|

 

■

そ
れ
に
応
じ
だ
繭
生r

:

昭
和
ニ
四
年
四
月
か
：ら
の
：ド
ッ
、チ
；政
策
の
実
施
に
ど
も
な
っ
て
、
赉
糸
業
統

U

2 )

糸
の
増
産
計
画
の
目；

制
の
撤
廃
、
単
一
為
替
レ
ー
ト
の
設
定
等
に
よ
り
、
製
糸
業
は
戦
後
の
新
し
い

.

'.

標
が
決
定
さ
れ
、
こ

段

階

を

迎

え

、

.

統
制
下
に
お
け
る
単
な
る
復
興
政
策
に
代

.

っ
て
、
自
由
競
争
に

〔解 I3 表〕 繊度別器械製糸生産割合戦後推移，i|i位 ；俵 （ ）内％

年 次 1 4 中 2 1 . 中 そ の 他 計

昭 和 2 1 苹 - _ . ~  ;
. . — — 88,602(100)

22 49,463(44.8) \ 58,310(52. 8) 2, 588 ( 2. 4) 110, 361( <> )
23 27,405(20.6) 95,651(72.0) 9,882 ( 7,4) 132,938( " ) .
24 20,037(12.4) 128,946(79.7) 12,778 ( 7.9) 161,761( « )
25 16,914(11.4) 119,937(81.0) 11,273 ( 7.6) 148,124 ( ,«  )

繊維年鑀，昭和 2 7 年版。

よ
る
企
業
の
合
理
化
を
中
心
と
し
た
対
策

 

方
針
が
打
出
さ
れ
るこ
と
.

と
な
つ
た
が、■ 

こ
の
自
；

S

経
済
化
.に
対
応
す
る
業
界
の
体
 

.

制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
統

 

制
解
除
に
と.

も
な
ぅ
種
.々

の
経
過
的
措
 

置
、
機
構
整
備
を
必
要
と
し
た
。

.

.

例
え
ば
、
生
糸
価
格
は
、ィ
ゾ
フ
レ
時 

代
の
旧
公
定
価
格
が
国
際
飾
格
よ
.り
も
割

 

高
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
単
一
レ
ー
ト
の

 

採
.

用

(

複
数
レ
ー
ト
の
廃
止

)

に
よ
っ
て 

.
:

糸
师
吖
低
落
が
：生
じ
、
こ
の
た
め
、
年
間

 

生
糸
生
產
量
の.

J
.

—*

割
近
く
が
、

.

旧
.

八A

定
価

.

. 

.格
で
、
繊
維
贸
易
公
団
に
よ
っ
て
®
上
げ
 

の
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
ぁ
る

 

い
は
、.

ニ
五
年
以
前
ま
で
、
フ
ー
ロ
ァ
•
プ

 

ラ
：
ィ

久

制

に

よ

る

：
糸

価

©-
保

諷

が

存

続

し

 

て
.

い
た
が
、
そ
の
廃
止
に
よ.

っ
て
、
糸
価 

■

安

定

制

度

の

，
必

要

が

生

じ

た

こ

と

.

な
ど
、

.

そ
4
で
あ
る
°

ま
た
' :
'

厫

料

繭

の

取

引

：で

 

.

は
、
戦
前
か
ら
の
.>い
わ
ゆ
る
地
盤
割
当
疼

 

:

よ
る
原
料
繭
の
配
給
統
制
か
ら
、
.翁
需
要

 

者
と
養
蚕
：団
体
と
の
間
の

V

:

い
わ
ゆ
る_

 

体

協

約

取

引(

詳
細
は
後
述)

：
へ
移
行

わ
が
国
製
糸
業
の
歴
史
的
展
開
と
戦
前
：•
戦
後
の
構
造
変
化
.(

一
一)

し
、
繭
の
自
由
取
引
が
行
わ
れ
る
体
制
と
な

.

っ
た
が
、
繭
価
の
形
成
に
つ
い
て
 

は
、
行
政
当
局
の
指
導
を
要
し
た
こ
と
、
そ
の
他
、
流
通
機

^

の
面
で
、
さ
き 

の
問
屋
復
活
に
つ
づ
い
て
、
生
糸
取
引
所

(

横
浜
、: '

神
戸)

再
開
等
の
措
置
が
 

と
ら
れ
た
こ
と
等
、
何
れ
も
、
新
し
い
条
件
へ
の
適
応
.の
た
め
の
諸
対
策
で
あ

っ
た
。

他
方
、
生
糸
生
産
の
動
向
に
つ
い
て
見
れ

.

ば
、
こ
の
頃
か
ら
、
戦
後
の
生
糸
 

需
要
構
造
の
変
化
，が
決
定
的
と
な
り
、
そ
れ
に
応
ず
る
生
産
体
制
の
転
換
が
は

 

じ
ま
っ
た
こ
と
が
特
徵
的
で
あ
る;0
す
な
わ
ち
、
•戦
後
の
生
糸
需
要
の
中
心
 

は
、.

戦

前
.
.

(

第
.一 ...

次
大
戦
後)

の
絹
靴
下
よ
り
再
度
転
じ
：て
広
幅
織
.物
と
な

 

り
、
と
：れ
と
と
も
に
、
生
糸
生
産
も
高
格
の
細
糸

(

一
四
中)

中

心

♦
か

ら

ぬ

袼

 

の
：
太

糸

，

(

一11

中)

_

中
心
へ
：と
移
行
し
：、
生
産
額
に
し
め
る
細
糸
と
太
糸
一
の
比

 

率
.

は
.

苒
び
逆
転
す
る.

に
.

至
っ
た
。(〔

第1

.

三
表〕

参
照)

そ
し
て
、
か
か
る
変
化
 

は
、>

ー：方
で
は
、
太
糸
化
に
よ
っ

.

て
：生
糸
の
生
産
能
率
が
増
加
す
る
と
と
も

 

に
、：•

原
料
繭
の
消
費
量
が.

高
ま
る
と.

い
；ぅ
結
果
を
生.

み
、
：他
方,

は
、.
糸
質
の 

低
；$
^
:
£
よ

っ
て
、

一 :

般
の(

器
械
糸
t o

外
に

'

 

玉
糸
：

.

，
座
繰
糸
、

:

:

と
く
に
、
後 

述
す
る
よ
：ぅ
に
、
国
用
生
糸
業
者
の
：器
械
化
に
よ
る
座
繰
糸
生
産
の
増
大
を
導

 

'

ベ
結
果̂

.

も
な
っ
'^
ノ

か
く
し
，て
、
自
由
経
済
移
行
後
：の
：製

.

系
寒
は
、
戦
後
の
新
ら
し
い
内
外
諸
条

• 

件
へ
適
応
す.

る
上
で
の
諸
問
題
を
、
：既r

胎
む
と
と̂

な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

一
一3 £

ギ
六
月
の̂

^

動
矶
に
よ
る
ブ.

丨
.

ム
：の.

影
響
に
よ
ヶ
、
：矛
盾
を
.
め
な
が
 

ら
も
、

一:

問
題
の
表
丽
化
は
二

 

％

回

避
-'
$

れ
る
こ
と
と
な
っ

「

た
。'

す
な
れ
ち
、
ド
 

,

ッ
デ
恐
慌
：に
よ
っI :

-

、
沈
滞
し
：て
い
た
生
糸
の
輸
出

.

及
：

b
:

内
需
は
、

'

:

朝
鮮
ブ

I

 

A

i

と
も
に
急
激
な
活
祝
を
皇
し
、

.

滞
貨
の.|

.....

1  

ニ

七(

ニ 

二
九)



術
革
新
の
様
相
が
生
糸
需
要
の
：上
に
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
、
と
い
う
事
情
が
あ 

ら
ぃ
た
。(

後
述
参
照
ゾ
べ
ま
た
、
供
給
側
の
窜
情
で
は
、
こ
う
し
た
需
要
.動
向
の
変 

調
に
も
拘
ら
ず
、
^
糸
設
備
の
増
加
傾
向
が
強
く (

器
械
製
糸
で
は
漸
く
頭
打 

ち
と
な
っ
.た
が
、
座
繰
製
糸
、
と
く
に
器
械
座
繰
の
設
備
増
加
が
顕
著
と
な
る)

、
 

生
糸
生
連
の
増
勢
が
継
続
し

、
，他
方
で
'

原
.料

繭

の

：生

産

.で

は

、
.
繭

不

足

の

恒
 

常
化
に
よ
る
繭
価
の
高
水
：準
と
、
：繭
糸
価
格
安
定
法(

昭
和一

一
七
年
度
よ
り
実 

，施)

の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
反
当
収
繭
量
の
増
加
か
.ら
、
桑
園
増 

反
に
よ
る
繭
生
産
の
増
大
へ
i

移
行
し
た
'が
、
な
お
、
製
糸
業
の
原
料
繭
需
要 

の
：増

勢

と

の
.ギ

ャ

，
ッ
プ
：
は

、

'依
然
大
き
が
っ
た
。：
か
く
し
て
、：

製
糸
業
は
、.
生 

糸
市
場
と
原
料
繭
と
の
双
方
に
対
し
て
、
生

産

過

剰(

設

備

過

剰

)

.
で

あ

る

ゾ 

と
い
う
状
態
が
顿
著
化
し
、
慢
性
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
'あ

る

。(〔

第
一 

五
表〕

# -
照)

-

.

そ
し
.て
、
と
う
し
：た
状
態
の
と
こ
ろ
へ
、
製
糸
業
の
生
産
体
制
に
お
け
る
戦 

.後
の
変
化
が
訪
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
、
戦
前
以
来
の 

多
条
繰
糸
機
を
前
提
と
し
て
、
も
っ
ば
ら
労
働
配
置
の
改
変
と
労
働
強
化
と
に 

よ
っ
て
、
■行
わ
.れ
て
来
た
生
産
方
式
に
対
.し
て
、.

-の
頃
か
ら
、
繰
糸
工
程
の 

自
動
化
、
.す

な

：わ

ち

、

.

.自
動
繰
糸
機
の
採
用
と
、
そ
の
企
業
化
の
問
題
が
、
片

' 

倉
等
大
製
糸
を
中
心
に
、
現
実
化
し
は
じ
め
、
こ
の
自
動
機
化
が
本
格
化
す
る
. 

に
と
も
な
つ
て
、
^
和
ー
ー
ー
ー
ー
、

三

年

以

後

の

製

糸

業

合

理

化

卩

再

編

成

の

問

題
 

が
必
至
と
な
る
の
で
あ
り
た
。

. 

-

(D

)

'•
製

糸

業

办

合

理

化

問

題

の

登

場

,.

I

.

, 

• 

V

:

.

.
.

.
.

昭
和
三
〇
年
以
降
、
日
本
の
各
産
業
界
に
歡
透
し
て
疗
っ
.だ
技
術
革
新
と
設 

.

.

.

.わ
が
国
製
糸
業
の
歴
史
的
展
開
と
戦
前
•
戦
後
.の
構
造
変
化(

二)

'.
-
'
マ

備
合
理
化
•■近

代
化
の
傾
向
.は
、
遅
れ
て
い
た
製
糸
業
の
'生

産

過

程

，を

も

つ

い 

に

把

え.る
に
至
々
.'
製
糸
技
術
上
革
命
的
意
義
.を

も

つ

前

記

自

動

繰

.糸

機

の

導
 

入
と
：普
及
が
始
ま
っ
た
。

工

程

の

洎

は

、
ま
ず
大
製
糸
を
中
心
に
展 

開
し
、
つ
い
で
|ーー.ーー|
年
以
降
か
ら
中
小
製
糸
に
も
波
及
し
、
製
糸
業
全
体
の
支
配 

.
的
傾
向
と
な
る
に
及
ん
で
、
従
^

の

製

糸

^

営

の

あ

り

方

に

大

き

な

影

響

が

も
 

た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
製
^
業
の
過
剰
生
産
、
.過

剰

設

備]£
カ

は

ま

す

ま 

す
深
刻
化
じ
、
つ
い
に
設
備
処
分
と
レ
ぅ
形
で
の
戦
後
再
編
成
が
は
じ
ま
っ
た
。
 

,

ハ
こ
：
の

薇
！！

処

分

は

、

.

A
ち
に
^

^

す
る
が

、「

生
糸
製
造
設
備
臨
時
措
置
法」 

(

昭

和

三

ニ

年

制
S

に

よ

：
：っ

て

、

昭

和

m

ニ
年
よ
り
三
四
年
に
か
け
て
前
後
四 

回
に
わ
た
り
実
施
.さ
.れ
、，
こ
の
：結
果
、
器
械
製
糸
及
び
.座
.繰
製
糸(

器
械
座
繰) 

の
免
許
台
数
の
約
三
割
が
処
分
さ
れ
、
旧
設
備(

普
通
機
及
.び
多
条
機)

の
廃
棄 

と
併
せ
て
'
T

.
自
動
機
化
'に
よ
る
：設
備
近
代
化
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

'.
他
方
、.
生
糸
.の
需
給
事
情
の
悪
化
に
と
'%
-
な
ぅ
三
ニ
年
度
の
：業
界
の
混
乱
を 

.契
機
と
レ
.て
.、
.
氣
^
価
格
安
定
制
度
の
強
化•

拡
充
と
、
そ
の
運
用
の
改
善
が 

行
わ
れ
た
と
は
-1
.
>先
、
そ
れ
自
体
は
市
況
対
策
の
域
を
出
る
も
の
で
な
く
、
そ 

の
後
め
生
糸
市
況
の
起
伏
を
通
.じ
.て
、.
原
料
繭
不
足
を
は
じ
：め
と
す
る
経
営
の 

不
安
定
と
生
糸
生
産
の
沈
滞
、
資
本
の
逃
避
と
製
糸
業
の
相
対
g
lg
小
化
傾
向 

は
、
依
然
と
し
ズ
改
善
さ
れ
る
：に
は
至
ら
な
が
0
た
。

ノ 

:

.
か
く
し
て
、
.
殼
備
近
代
化
め
推
進
と
と
も
に
、
技
術
革
新
に
.よ
る
戦
後
の
新 

し
い
内
外
条
件
へ
ハQ

適

；応

の

遅

れ

を

回

復

す

：ベ

V
、

製
糸
経
営
の
合
理
化•

近
. 

代
北
、，
生
糸
生
霉
制
の
苒
編
成
、
製
糸
^

ゆ

n
体
質
改
f

'
の
.問
題
が
、
製 

糸
業
の
構
造
的
問
題
と
し
て
、
菡
糸
業
行
政
•の
背
景
を
も
っ
て
：登
場
す
る
こ
.と

と
.
.な
っ
.■た

の
'で
あ
る
。
.
：V

.

1:1,1九
パ

(
1
ニ
1

£

,

t 第 W 表〕 生糸消費数量及生糸肺f 推移
.ぐ " リ•. •.

¥  次 内需用生糸消費数量
(千 ポ ソ ド ）

織物ル原糸相場 
(21中’A 1 俵当り） 

(P3)

生糸视物相場 
(横浜平均1 俵当り)

(千門)

昭 和 2 7 年 25； 722 ベ:^ - .；.:. ' パ '':::‘ 225.
28 23,687 238,530 246.
29 . 23,241 222,030. 227.

• 30 27,349 205,890 205:9
31 28,887

. . ■ -  .一 . . ，.
198,310 198.

' 〔第 1 5 表〕 '製糸設備 (免許台数) , 生糸產額,設備運転率等推移

年：; 次
製 糸 設 備 _. 生 奉 m 備 桑 ，

繭 産 額

総 : 数 内
器 械

1̂.1
器械座繰

生 産 額
、 m .運 転 率 . 而 m 

(釘) (千钔

■ 年

29
30
31

72,786 
73,112 
72,887 
75,755 
74,377

48,890 
； 48,676 

48,447 
48,292 
48,110

7； 796 
8,014 
8,332 
7,779 

10,390

197,205 
i9 8 ,374 
199,646 
216.505 
227,942

85.8 
84.1 
82,4
83.8

173,380 
175,000 
182,093 
188.856 
192,813

27,545
24,824
26,750
30,499
28,845

⑴設備運転率

⑵両表とも , 「蚕糸業要覧J 1 9 5 8年版。
C

騰
と
.な

り

，
国

内

：：の

囊

物

業

：や

輸

出

市

廣

へ

'
0圧

迫

亦.ら

、
.生

糸

基

準

価

格

め 

設

定
.
.
-エ
ハ
想
ー
ー
月
べ
生
糸
価
格
安
宠
措
置
喪
網

^
杧
よ
る
マ
を
見
る
程
と
な
へ
^
^
^
^
^ ̂

た
。
そ
し
て
、
こ
の
.よ
ぅ
な
製
糸
業
の
好
況
と
生
糸
也
産
の
拡
大
と
は
' 

麗
後 

^
原
料
繭
め
不
足
傾
向
を
：'I

層
激
し
く
す
る
-%
の
^
あ
つ
た
が
。
o 

::

に
お
い

そ

：、
ハ
金
国
製
糸
設

:#
の
：
フ
：，ル

操

業

に

よ

る

原

料

繭

需

要

量

.に

対

し

て' .

蔽
供 

給
量
0
不
足
率
は
約
三
五
%
で
あ
-0
惠

、
製

糸

経

営

め

洽

理

化

、
：
製

糸

業

内

部

_の 

:

合
理
化
と
い
.ぅ
問
題
比
、
し
ば
ち
ぐ
後
退
せ
ざ
る
：を
得
：な
か
'つ
た
。■

:
_へ
(0
)
:
.
.
生
糸
め
'需
要
減
货
と
.過
观
生
産
'=

.T

朝

鮮

ブ

ー

み

終

焉

後

の

：
一
一
、

三
：年

間

街

.：
戦

後

の

.
0本
経
済
全
体
と
し
て
も 

大
き
な
.転
換
期
で
あ
-?
た
が
、
.
製
务
業
も
ま
た
、；.
独
自
：な
:«
味

：
に
お
ー
い
：て

”

曲
 

;D
.角
を
迎
え
石
こ
と
と
：な
つ
た
0

こ

-'
0
点
1
最
.も
端
的
に
示
し
た
.の
ほ
> 
'こ
の 

既
か
ら
：は
じ
ま
つ
た
生
糸
0.
書
給
及
び
：侧
狢
|の
；趨

勢

に

つ

.
い

て

め

新

し

い

現

象 

ヤ
あ
つ
た
。
す

な

わ

ち

、

昭
和
- :

七
年
頃
よ
力

: ;

戦
後
の
^
糸
需
耍
の
中
心
と
V 

.な
勺
た
国
g

場
に
お
い
て
' 
生
糸
消
費
が
伸
び
悩
み
が
見
え
は
じ
め
'
生
^
 

の
市
場
価
格
乃
至
織
物
原
糸
の
市
中
価
格
め
慢
性
的
停
滞
化
傾
向
：が
あ
ら
わ
れ
. 

出
し
た
'こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。(〔

第
.：5

表〕

参
照)

.
'

:

こ
ぅ
し
た
傾
向
め
背
景
.に
は
、
生
糸
の
|
|給
^
1#
の
変
化
と
'い

ぅ

_

実

が

あ
 

つ
た
の
で
あ
る
が
、'-
,ま

ず

、

需

要

例

の

事

情

に

つ

：.い

て

見

れ

ば

.、
そ
と
に
は
， 

と
の
頃
に
.なCV.

て
■；
国
民
の
衣
料
消
費
水
準
が
漸
く
戦
前
の
状
態
に
回
復
し
、：： 

同
時
に
そ
れ
が
頭
打
ち
に
な
る
、
と
.い
.ぅI

般

的

な

需

要

動

向

於

あ

，
つ

た

が

、 

直
接
の
'要
因
と
し
て
は
、
ぜ
糸
の
競
合
繊
維
：で
あ
る
人
絹
、
合
成
繊
維
ズ
ナ
ィ 

ロ
ン)

、
と
く
に
後
者
の
生
糸
市
場
へ
の
浸
蝕
が
顕
著
に
な
る
な
ど
、
戦
後
の
技



1
.三

〇

(
一

1

三
3

⑵

戦
後
製
糸
業
の
構
造
変
化
と
諸
問
題

•

製
糸
業
の
構
造
を
規
定
す
る
も
の
は
、

生
糸
の
需
要
構
造
及
び
市
場
条
件 

と

ノ

原

料

繭

の

調

達

基

盤

と

'-
*
さ
ら
に
'.
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
製
糸
経
営
乃
至
. 

生
糸
生
産
体
制
.

Q
:

あ

り

方

：七

、
.で
あ
る
が
、：
戦
後
過
程
を
通
じ
：て
ノ
以
上
'の
三 

'つ
の
要
件
は
、.

.既
に
見
た
：ょ
ぅ
な
大
き
な
変
貌
を
と
げ
、
4

日

の
'「

体
質
改 

善」

：
問
題
登
場
の
基
礎
を
.な
し
て
い
る
も
の
で
あ
.
.る
0
そ
れ
故
'
以

下

で

は

、
： 

問
題
の
内
容
を
具
体
的
に
観
る
た
め
に
、
構
造
変
化
ひ
特
微
を
、
そ
れ
.ぞ
れ
三
，

■.つ
の
側
面
か
ら
検
討
し
て
見
る
と
.と
に
す
る
。

.

.

* 

• 

■ 

■

.... 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

(A
)

生
糸
の
需
要
構
造
と
市
場
条
件
.の
変
化

戦
後
に
お
け
る
製
糸
業
の
聯
造
变
化
を
、
市
場
面
か
ら
規
定
し
た
著
し
い
要 

因
.は
、
戦
前
に
お
け
る
輸
出
産
業
と
し
.で
.の
性
格
が
、
戦
時
を
境
と
し
て
、
決 

定
的
に
後
退
し
た
こ
と
で

あ
る
。
㈣

#

に
お
い
て
.も
、
.

世
界
の
生
糸
生
産
及
び 

輸
出
に
し
め
る
日
本
の
地
位
は
依
然
大
き
い
が
、
競
合
娥
雜
の
優
勢
の
も
と 

に
、
生
糸
の
輸
出
市
場
全
体
が
絶
対
的
に
縮
小
し
た
結
果
と
し
て
、
生
糸
の
国
. 

内
市
場
へ
の
依
存
が
増
大
し
、
生
糸
の
国
内
取
引
及
び
流
通
機
構
の
上
で
、
m 

前
に
見
ら
れ
ぬ
新
し
い
問
題
が
発
生
し
て
来
た
。

ま
ず
、
戦
後
の
生
糸
市
場
に
.お
け
る
変
化
は
、.
市
場
構
成
と
生
糸
流
通
の
経 

.路

•

組
織
の
上
に
あ
ら
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
別
掲
の
図
表
か
ら
目
ら
か
な
ょ 

ぅ
に
，
生
糸
輸
出
の
減
ル
ノ
に
ょ
っ
て
横
浜
ゾ
神
戸
両
市
場
へ
の
出
荷
が
双
#
 

し
、
.逆
に
地
方
市
場
へ
，
の
出
荷
が
増
大
す
る
傾
向
を
示
し(

昭
和
三
ニ
年
頃
に 

は
、
'既
に
両
者
が
半
々
と
な
る)

、
国
内
市
場
べ
の
還
流
を
意
味
す
る
横
浜
‘
神

図表〕 流通経路別生糸流通盘戦後推移
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部，生糸流通，参：， •照《

戸
両
市
場
か
ら
の
積 

戾
分
を
含
め
る
と
、

ゝ
実
質
的
に
は
国
内
市 

:.
場

向

け

が

圧

倒

的

比
 

'重
を
し
め
.る
よ
ぅ
に 

な
っ
た
。
こ
の
よ
ぅ 

.な
事
情
か
ら
、
い
ま 

な

お

■戦
前
時
代
の 

广

横

浜

.
神

戶

中

心

の
 

流
通
'体

制

の

名

残 

(

国
内
市
場
向
け
の 

も

の

が

、1

旦
、

横 

浜

，
神

戸

を

経

山

す

る)

が
あ
る
と
は
い
'え
、
両
市
場
は
、
も
は
や
実
質
的
な
意
味
で
の
輸
出
市
場 

で
は
な
く
な
り
'
む
し
ろ
国
内
消
費
向
け
の
生
糸
の
集
散
地
市
場
に
過
ぎ
な
い 

も
：の
と
な
っ
た
。
そ

し

て

ま

た

、

生
糸
流
通
機
関
の
面
で
.も
、
..戦

前

ま

で

そ

の 

支
配
力
を
誇
っ
た
、
生
糸
売
込
専
門
の
生
糸
問
屋
，は
衰
退
：し
て
、
買
取
販
売
の 

形
式
、.
あ
る
い
估
一
般
商
社
.の
兼
営
形
態
：に
ょ
る
も
の
へ
と

変
化
し
て
来

た

。
 

何
れ
.
.に
し
て
も
、
生
糸
輸
出
の
後
退
に
と
も
な
っ
て
、
輪
出
市
場
の
支
配
が
製 

糸
経
営
に
と
っ
て
決
定
的
意
味
を
も
っ
て
い
た
®

則
の
^
皿
機
^

は
、
大
幅
の 

改
編
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

さ
ら
に
、
.重
要
な
変
化
は
、
製
糸
業
者
の
地
方
直
接
の
出
荷
が
戦
後
堪
大
し 

:

た
こ
と
に
よ
つ
て
生
じ
て
来
た
。
こ
れ
は
、
戦
後
に
.お
け
る
国
内
生
糸
業
者
の

発
展
と
、
生
糸
需
要
構
造
の
変
化
、
と
い
ぅ
諸
事
実
を
背
景
と
し
て
い
る
。
前 

者
に
つ
い
て
は
、
生
産
構
造
の
項
で
見
る
こ
と
と
し
て
、
後
者
に
つ
い
て
^；

て 

ば
戦
後
に
お
け
る
化
.学
織
維
、.
と
く
に
ナ
イ
ロ
.ン
.の
広
'巩
な
普
及
に
よ
っ 

.

て
、
.
戦
後
の
生
糸
需
要
分
野
は
、
戦

前

(

第
一
次
大
戦
後)

の
婦
人
用
靴
下
^

¥

の
.細
繊
度
も
の
.C1

四
中)

か

ら

、
，
広

幅

織

物

向

の

太

繊

度

も

の

(

一
一
：
一
.中

以

上

)

"
へ
と
、
再
度
の
転
換
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
.高
格
細
■繊
度
も
の
：を
中
心
と 

し
た
、
戦
前
の
輸
出
生
糸
市
場
に
お
け
る
大
製
糸
の
絶
対
的
優
位
性
が
失
わ
れ 

る
と
同
時
に
.'
戦
後
製
糸
業
が
、
国
内
織
物
寒
の
た
め
の
.原
糸
^

^

p̂i
と
し 

て
の
性
格
を
、
よ
り
強
く
帯
び
.る
こ
と
と
な
っ
た
。

戦
後
.:
製
糸
業
者
の
地
方
直
接
出
荷
が
増
大
し
た
_の
.は
、
こ
'
:
.
の
よ
.ぅ
な
.変
化 

を
背
景
と
し
て
い
る
も
：の
で
ぁ
' っ
た
.が
、
生
糸
取
引
に
お
い
.て
、
'需

要

者(

国 

内
の
織
物
業
者)

と
の
直
接
の
関
係
が
；重
要
化
ず
る
に
し
た
が
っ
て
、
.
製
糸
業 

者
と
地
方
市
場(

国
内
織
物
業)

と
め
系
列
取
引
が
発
展
し
、
と
く
に
、
大
量
の 

安
定
需
要
を
；破
保
す
る
自
的
か
ら
，
大
製
糸
資
本
に
よ
る
地
方
機
業
地
.の
企
業 

系
列
化
の
動
き
も
活
発
と
な
る
に
1

り

(

合
於
娥
縦
象
に
比
べ
れ
ば
、
こ
の
^
 

き
は
時
期
的
に
遅
く
、
か
つ
目
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
が)

、
こ
.ぅ
1.
:た
動
咚
に
_よ
.

っ
.て
、.；
戦
前
以
来
.'
©
生
糸
取
引
の
方
式
、
坐
糸
価
格
め
形
成
、
生
糸
検
査
制
度 

等
の
.上
.に
も
、
.種

々

の

変

化

と

新

し

，
い

.問
題
が
生
じ
て
.来
て
•い
る
。
'
'

.ま
ず
、
生
糸
取
引
方
式
に
つ
い
て
は
-:
'
'戦
後
の
生
糸
生
産
が
、
織
物
用
原
糸
；
 

生
產
と
し
て
の
.性
格
を
強
め
た
こ
と
.か
ら
、
，従
来
生
糸
の
生
産
者
：と
需
要
者
：の

_ 

結

び

つ

き

を

分

断

し

て

，い

た

取

引

所

中

心

の

格

付

取

引

.の
方
式
が
，
現
実
：の
；生
，

の
.生
糸
の
品
質
の
適
応
が
困
難
で
あ
り
、
こ
.の
点
の
欠
陥
を
克
服
す
る
も
の
と 

し
て
、
さ
き
に
述
べ
た
系
列
取
引
に
.ょ

る

生

産

者

と

需

要

者

と

©.
直

接

的

な

結
 

合
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
生
糸
の
価
格
形
成
の
®
で
も
、

制
度
と
現
実
と
の
.間
の
ズ
レ
が
あ
ら 

ゎ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
♦
日
の
：生
糸
の
.市
中
_
格
は
、
依
然
と
し
て
、
横 

.

.

.
浜

.：神
戸
両
市
場
：の
生
糸
相
場
.
.を
基
準
と
し
.て
：お

り

(

例
え
Iば
、
地
方
市
場
で 

の
生
糸
相
場
も
、
横
浜
.
•
神
戸
両
市
場
の
そ
れ
に
準
じ
て
形
成
さ
れ
る)

、

ID
1
格
髟 

.
成
の
指
導
権
は
、：
な
お
両
市
場
に
残
さ
れ
て
い
る
も
.の
と
見
ら
れ
る
が
い
生
糸 

の
生
産
者
と
需
要
者
と
の
直
接
取
引
、
：系
列
取
引
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
い 

.わ
ゆ
る
自
由
市
場
.で
.あ
.る
取
引
所
を
経
由
し
な
い
価
格
決
定
の
方
式
が
抬
頭 

.し
、
有
力
な
も
の
と
な
：る
に
.つ
れ
て(

こ
と
で
、
大
製
糸
資
本
の
供
給
す
る
生
糸 

=

織
物
用
原
糸
の
独
占
価
格
の
問
題
が
、
は
じ
め
て
明
確
な
形
で
.登
場
す
る
こ
と
に 

な
'る)

、
.両
市
場
.の
も
っ
て
.い
た
指
導
^

は
次
第
忆
制
限
さ
れ
、
.そ
の
.影
響
範
囲 

も

限

定

さ

れ

て

来

る

：
こ
，
と

に

な

る

。

.
：
：

さ
ら
に
，
生
糸
検
査
の
：面
で
も
新
し
い
★

態
が
生
れ
て
：い
：る
。
既
に
、
戦
後 

の
地
方
市
場
取
引
.の
盛
行
と
と
も
に
.、,
地
方
市
場
に
お
げ
る
生
糸
検
査
の
高
度 

化

が

：要

請

さ

れ

、

昭

和

11.F:

ブ

年

ょ

り

三.三

年

へ

；
か

け

て

、
，
国

内

生

糸

の

最

h
格 

を
輸
出
生
糸
検
査
の
-A
格
水
,

へ
引
上
げ
る
な
、ど
、
換
查
制
度
の
部
分
的
改
善 

が
行
わ
れ
名
ょ
ぅ
に
な
っ
たが

、：：：

戦
後
の
生
糸
流
通
機
構
と
瑕
引
方
式
の
全
面 

的

変

化

に

対

応

す

る

た

：め

'に

は

、

v

従

来

：に
：
お

け

る

生

糸

検

査

方

式

の

基

準

を

改

. 

正

ず

る

必

要

が

出
.て

来

た

。.す

な

：わ

ち

、

現

行

，の

検

查

格

付

が

、

輸

出

用

生

糸

糸

期

弓

の:;
|
|態
に
，

必
ず
し
も
適
合
^
な
く
な
-?
た
。.：
す
な
^
^
,
 ̂

を
高
^

と
：し
，
.国
内
'生
糸
を
低
格
と
す
る
輸
出
慶
先
主
義
を
建
前
と
し
て
、
製 

で
；

L
.

織
物
業
の
事
懍
か
ら
の
生
糸
需
要
.の
変
動
に
.対
：し
て
、
.製

糸

業

者

，か

ら

糸

業
.の
生
產
事
情
を
主
た
る
基
樂
と
し
た
も
の
.
.で
あ
る
た
め
、
こ
^
が
、
今
日

わ
か
..国
製
糸
#
.の
.歴
史
的
展
開
.と
.戦
前
，•
戦
後
の
構
造
変
化
，(

ニ) 

■ 

I
.
.
.
1 

一.ニ
'..、T T.111

三
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の
取
引
実
態
や
需
要
者
の
評
価
に
適
合
し
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
つ 

ハ
て
、ッ
撖
物
用

繁

と
む
て
の
需
耍
者
の
評
価
を
基
準
と
し
仏
新
し
い
検
^
格
#
 

亦
必
要
灾
あ
^
こ
：
：
戎

，
ま
S
:
:
;
;

そ
の
際
.に
は
、：パ
需
要
ぎ
に
よ
る
他
議
選
好
の：

:
,
,
問
題
4

>
同
時
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
お
-
と
な
ど
.、：；

の
諸
問
題
，で
^
.る
。

へ
な
本
、
生

^

の

浦

況

変

動

办

面

か

養

へ

戦

後

毁

糸

業

の

構

造

咚

影

響

を

与

ぇ

. 

.

.た
も
の
と
し
て
は
,'
.
養
糸
価
格
安
定
制
度
等
に
：よ
る
、
戦
後
'の
変
動
の
緩
和
：と 

そ
0
役
割
：の
間
翅
が
あ
る
。：
と
の
安
宠
制
度
ー
は
、'
:戦
後
：に
お
い
そ
.も
、
当
^

,

況
対
策
と
し
て
.の
腺
界
が
あ
.っ
た
が
、
製
糸
業
そ
め
.
-%
の
の
^

模
が

縮

小
,1
.
た 

..こ
と
や
フ
生
糸
の
辄
通
機
構
が
：変
化
し
た
こ
と
等
に
.よ

？
で
、
戦
前
に
比
ぺ
ん 

ば
：、
：
生
糸
相
場
め
変
動
と
.そ
'の
影
響
ぼ
か
な
；

CS

緩
和
さ
れ
、，
中
小
製
糸
業
に
と 

っ.
.て
は
、.

こ
_れ
が
あ
石
意
味
で
保
護
放
策
晰
役
割
を
も
ぢ
、
.こ
.ぅ

：
レ

た

，
こ
,
と 

が

、
：
ー

方

で

は

、

晚

後

製

糸

業

.の

.過
剩
設
備
問
題
の
解
決
を
.遅
ら
：せ
る
.と
：と
.-%
. 

.に
；、
他
方
で
は
、
戦
前
の
.ど
と
き
大
製
糸
の
.優
位
性
に
；影
響
を
.及
ぼ
'し
、
：.後
述
.
. 

す
；る
ょ
ぅ
'に
' >
1

齋
；の
合
理
：化
> 
再
編
成
の
上
に
、
幾
つ
か
の
新
し
い
特
微 

を

も

た

ら

す

こ

と

に

な

っ

：
た
，
の

で

あ

る

。

以
上
を
要
す
る
に
：
市
場
構
造
面
か
ら
.の
戦
後
問
題
の
特
質
は
、：
技
術
革
新
. 

と

産

業

構

造

高

度

化

を

背

景

と

す

る

生

糸

，
の

.内
外
市
場
条
件
の
戦
後
の
変
化
に； 

対
し
て
、.
製
糸
業
の
侧
に
お
け
る
、
.戦
前
の
大
製
糸
資
本
.の
：独

占

的

支

配

を

前
 

提
と
し
た
輸
出
中
心
体
制
の
残
存
が
,:
'

:4
日
、.
大
き
な
矛
盾
と
し
て
あ
ら
わ
れ 

て
来
て
い
る
こ
と
で
あ
り
，
か
が
る
矛
盾
の
克
服
と
戦
後
条
件
べ
め
適
応
の
必 

要
性
が
、：.：
製

糸

業

の

合

理
^ -
を

促

進

す

る.こ
.と
.と

な
0
.だ

も

の.
.で

ぁ

る* 

.

.

(B
)

M:
料
礙
基
盤
の
変
貌
と
そ
の
影
響
：

. 

/
.

__
»
一：一.
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:

製
糸
業
.

^

お
け
る
原
料
繭
の
調
達
•
確
保
の
問
題
は
、」

.今
日
、
"製
糸
経
営
に 

と
っ
て
の
.

.

「

原
料
繭
地
盤」

の
問
題
と
し
'て
、
極

め

て

重

さ

れ

て

い

る

も 

.の

モ

あ

る

が̂
そ

め

由

来

は

フ

戦

前
.:
'
'高
格
糸
生
産
の
.た
め
、の
痠
良
繭
確
保
の 

.方
法
.と

し

，
：
：
て

.発

展

し

た#.
.約

取

引

に

は

じ

ま

る

.も

の

で

、
.
；

.蚕

糸

統

制

後

も

こ

，
の 

.方
式
が
維
持
：，
存
続
し
、
戦
前
に
お
い
て
は
、
繭
の
需
給
関
係
の
'、ハ
ラ
ン
.ス
が 

ほ
ぼ
保
持
.名
：れ
て
い
だ
こ
と
と
：相
俟
っ
て
、
戦
前
の
.製
糸
業
、
と
く
に
大
製
糸 

に
と
っ
て
.は
，
.-
原
料
繭
基
盤
は
概
し
て
安
定
し
た
も
、の
：で
あ
づ
た
。

.
-と

こ

，
ろ

が

ぐ
#

^
は
'̂
;
ぅ
し
た
事
情
が
.
.ー
変
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
.'
:

.

.そ
れ
.は
、
:'
;
.ま
ず
'
：戦
後
の
.原
料
*

の
"取
引
方
式
：の
変
化
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
 

'す
な
わ
ち
：
：戦
後
の
：取
引
方
式
は
、
：統
制
醫
の
原
料
繭
地
盤
を
継
承
す
る

も
の 

:で
は
ぁ
:0
た
が
パ
.養

蚕

農

家

に

：お
：け

る

農

業

協

同

組

合

.の

発

足

(

昭

和

一

三

年

) 

^
よ

ゥ

い

繭

需

要

者

ー

製

糸

業

者

.

)

が
単
位
農
協
：と
の
：間
に
.繭
の
売
買
契
約
を 

結
び
、ぺ
.さ
ら
に
都
府
県
段
階
の
逮
合
組
織
.

(

養
逛
農
協
連)

'
_
.
と
0
間
匕
団
体
協
約 

を
締
結
す
弋こ

：；

と
に
^

づ
：て
行
わ
れ
る
'「

団
体
協
力
.取

引
1-
-
'
に

準

拠

す

る

こ

と
 

と
な
' っ
た
> 

:
£
:

の

.^
式
：の
：も
各
で
も
、
製
糸
企
業
が
ら
ば
、
戦
前
と
同
じ
く
、
 

養
蚕
資
金
の
供
与
、：
技
術
指
導
等
を
は
じ
め
，
' 原
料
繭
地
盤
の
維
持
*
,育
成
の 

努

力

が

：な

さ

れ

V

は
，い
る
が
、
:.
.
:戦
後
に
お
け
る
農
協
の
系
統
組
織
の
強
化
と
事 

業
の
拡
大
：に
よ
り
、：：
戦
前
に
.比
べ
.て
、：
養
蚕
農
家
の
.製

糸

企

業

に

対

す

る

'地

位
 

が

高

ま

り.、:
団

体

協

約

を1

じ

，
て

の

繭

価

形

成

に

お

.
け

を

養

蚕

農

家

の

地

位

も

‘ 

向

上

し

、.製

糸

経

営

に>,
:0
て

、
：.一
方
的.に

有

利

な

原

料

繭

.の

調

達

を

制

約

す 

.る

条

件

が

、
：
：

1
般

的

に

つ

べ

ら

れ

た
.こ
.
.と
.で

あ

る

。

•

そ

し

て

、
：
こ

の

よ

.ぅ
■な
養
蚕
侧
の
：事
情
に
加
え
て
、
製
糸
業
自
身
の
佩
か
ら 

i

.
原
料
繭
地
盤
を
不
安
定
化
し
、：
弱
体
化
せ
し
め
る
要
因
が
生
れ
て
来
た
。

そ
れ
は
，
第

1

に
、
既
に
述
べ
た
戦
後
の
復
興
過
程
に
見
ら
れ
る
製
糸
と
蹇
蚕 

の
ア
ン
バ
ラ
ン
.ス
か

ら

、

原
料
^

の
^

g

r対
し
て
製
糸
設
備
の
慢
性
的
過
剰 

が
激
し
く
な
'
 

戦

後

の

生

；糸

生

産

.の

事

倩

パ(

後

述

参

照

)

が
、

こ
の
傾
向
に 

拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
。
第
二
に
は
、
同
じ
く
戦
後
の
復
興
過
程 

に
お
I
て
'
.
.養
莖
業
.
.の■
■地
域
的
分
布
.：

(

戦
後
.に
お
け
る
西
日
本
の
衰
退
と
衆
日
本 

へ
の
，集
中
化
傾
向)

と
、
こ
れ
に
対
す
る
製
糸
工
場
の
立
地
と
が
対
応
し
な
く 

な
り(

製
糸
：

H

場
の
復
興
は
.、
ほ
ぼ
全
国
的
ス
ヶ
ー
ル
で
あ
っ
た)

、
象
料
繭
の
需
給
. 

に
お
け
る
地
域
差
が
大
きv

な
っ
た
こ
と
。
&

ー
ー
に
、

戦

前

か

ら

の

.原
料

繭

地 

盤

を

も

た

な

：
い

製

糸

企

業

、
：
例

え

ば

'国
用
生
糸
業
者
.
.

(

後
述
参
照)

が
、
黠
械 

製
糸
に
対
し
て
>
.
割
高
の
原
料

繭
購
入
者
と
し
て
登
場
し
、
既
存
の
.地

盤

に

.唆 

い

込

む

ょ

う.に
な
っ
て
来
た
こ
と
。
以
上
の
諸
要
因
が
主
な
る
も
の
で
あ
っ 

た
。.
'

-'
:
,
.

 ̂

一
 

原
料
藤
の
需
給
事
情
の
.こ
う
し
た
変
化
は
、
製
糸
経
営
に
と

っ
て
、
原
料
藤
へ 

の
不
足
と
藤
価
の
高
騰
を
慢
性
化
せ
し
め
，
原
料
繭
の
調
達
を
め
ぐ
る
：企
業
間 

の
過
当
競
争
を
激
化
せ
し
め
、：
原
料n

.

ス

ト

の

^

^

は

製

糸

経

営

へ

の

重

氏

之 

な
る
に
至
づ
て
い
る
。
こ
の
過
当
競
争
の
な
か
に
.あ
っ

て
、
旧
地
盤
を
も
.つ
製 

糸
企
業
は
、
そ
の
地
盤
の
維
持
•.
補
強
策
と
し
て
、
養
蚕
農
家
に
^

す

る

各

種 

サ

ー

ビ

ス

の

供

与

(

養
蚕
.と
は
無
関
係
な
各
種
接
待
が
行

わ

れ

、

し

ば

し

ば

.、

過 

剩
サ
.丨
ビ
ス
の
傾
向
あ
り(

と
^
わ
れ
る)

、
M
糸
企
業
間
.の
購
入
菌
価
に
.つ
.い
て
：
 

の
共
同
行
為
や
原
料
繭
の
調
整
筹(

製
糸
企
業
が
.自
己
©
地
盤
内
の
繭
を
.：一
，旦
仅 

納
し

て

か

ら

、.他
企
衆
に
売
却
す
る
と
い

う
方
法)

V
の

諸

手

段

を

講

じ

也

%

る
に
：.
 

.も
拘
ら
ず
、
そ
の
：効
果
は
十
分
で
な
い
。

そ
し
て
、
と
.の
.悪
循
環
的
な
購
繭
競 

#

の
激
化
は
、
4

日

に

ぉ

ぃ

：
て

、
..
;
'次
の
.ょ
ぅ
な
事
態
を
生
ん
で
い
る
。

わ
が
国
製
糸
業
の
：歴
史
的
展
開
と
戦
前
.
戦
後
の
：構

造

変

化

，

(

ニ)

そ
.れ
は
、
第
ー
'
に
-:
>
製
糸
企
業
が
、
.
.ま
と
：ま
っ
た
：大
量
の
繭
を
確
保
す
る
た 

め
に
、.
か
え
っ
て
割
高
な
§

を
.支
払
わ
，な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
矛
盾 

し
た
事
態
.で
あ
り
、
こ
れ
が
大
規
模
製
糸
に
と
っ
：て
、
生
産
コ
ス
ト
へ
の
重
庄 

と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
：も
な
.い
.:0
第
ニ
.に
、
:繭
不
足
と
繭
価
高
騰
に
と
も
な 

?
て
、
養
蛋
.農
家
の
側
に
お
.い
て
：も
、
正
規
の
団
豸
砠
約
取
引
の
ル
ー
ト

を
.通 

さ
な
い
で
行
わ
れ
る
、
■
■繭

の

，

：「

振

売」

傾

向

が

増

大

し

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。 

こ
の
振
売
繭
の
貿
手
は
、
原
料
地
盤
の
な
い
企
業
ば
.か
り
で
.な
く
、
.也
盤
を
も 

つ
企
業
で
あ
る
場
合
も
.少
な
く
な
い
が
、.

_

こ
れ
は
、，
正
規
の
.取
引
の
'際
に
必
要 

な
製
糸
企
業
侧
の
負
担
費
用
.(「

集
荷
指
導
費」

と
，い
わ
れ
る)

' 
が
な
く
、

そ
れ 

だ
け
高
い
繭
価
を
支
払
う
^

と

が

出

来

る

'

と

い

う

事

情

に

も

と

づ

い

て

い

る
 

た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
：.こ
0
よ
う
な
繭
取
引
の
実
態
か
ら
、
正
規
の
取
引
に 

よ
.る
繭
検
定
を
受
け
な
い
-%
の
、が
'増
加
し
、
収
納
繭
の
受
検
比
率
の
低
下
す
る 

傾

向

が

あ

ら

わ

れ

て

い

る

。
；

'
.
•■

.以
上
の
よ
う
に
、
'
'戦

後

：に.お
け
る
原
料
^
基

盤

の* ;
揺

と

不

安

定

化

は

、

一
， 

方

で

は'製

糸

経

営

：の
：
基

盤

を

著

し

く

弱

化

，せ
：
し

'め
る
と
.と
も
^
、
他
方
.で
は
系 

統
農
協
.に
よ
^,
繭
の
'共
同
販
売
体
制
；，(

団
体
協
粉
取
引
の
組
織)

n
を
も
：混
乱
せ 

し
め
る
こ
と
：と
：な
り
、.
戦

後

の

莖

糸

行

政

乃

至

産

繭

処

理

体

制

の

.
上

に

も

重

大

.

. 

な

問

題

を

も

：た

ら

.し

て

い

：
る

。

そ
'

し
.，

て
、；

こ
れ
ハ
の
■対
策
と
し
.•需
要
者
で
：あ 

る
製
糸
企
業
に
対
し
_て
は
、：

強
力
な
、::
.有
効
な
ヵ
ル
テ
ル
；

g

調
整
措
置
の
必
要 

が
生
じ
、
.養
蚕
側
に
つ
.1
>
:て

ば

、
，
繭

の
.販

売

体

制

を

、も

含

め

た

養

蚕

経

営

の

合
 

理
化
が
要
請
さ
れ
る
®

に
立
ち
：至
：っ
て
.い
.る
。

:
:
.
 

:(c
)

生
産
構
齋
の
再
編
成AJ

合

理

化

.

.

.

-

i
l
l
.

 

a

 

l

m
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,
v高
格
輸
出
生
糸
.の
生
產
を
.中
心
A
Jl>
た

戦

前

：の

製

糸

業

：の

生

産

構

^

で

は

、 

市

場

ノ

技

術"
経

営

の

各

面

に

お

い

：
て
：、
：
大

製

糸

.
と

中
小
製
糸
と
が
明
確
に
区
：
 

別
さ
れ
，
巨
大
コ
ン
：ッ
ェ
ル
ン
を
填
点
と
す
る
典
型
的
な
5

極
集
#

:
の
.構
造 

を
呈
1>
て
'い
た
こ
と
、'そ

む

；て

、
-こ
の
頂
点
べ
向
.?
て
の
集
中
と
再
編
成
於
、
 

乘

糸

統

制

：
の

も
'4
:
'で

極

限.に
：
ま

で

推

し

進

：め
：
ら

れ

た

.こ
：と
、；
に
.つ
い(

て
は
、

^
 

(

前
々
号
参
S

で

既

に

明

ら

か

：に

し

た

。

.
 

.

.

.

戦
後
の
生
産
構
造
は
、
そ
の
よ
う
な
戦
前
以
来
の
：構
造
を
.継
承3

な
が
：ら
. 

も
、：
敗
戦
に
よ
る
統
制
組
織
め
：改
編
、
統
制
撤
靡
後
め
新
し
い
戦
後
条
件
，
'と 

く
に
，
い
ま
ま
で
述
べ
て
来
た
生
糸
の
市
場
•
原
料
条
件
の
戦
後
の
変
化
と
,
'. 

こ
れ
に
関
連
す
る
戦
後
の
：新
現
象
で
あ
る
国
用
製
糸
の
抬
頭
と
、
を
申
心
と
し 

て
’

.新
た
な
再
編
成
を
展
開
す
る
こ
>'
.と
な
.っ
.た
の
で
あ
る
。
. 

'
と
く
.に
，.
こ
.の
.
. 

国
用
製
糸
は
、
蚕
糸
統
制
の
時
期
に
、
綦
蛋
農
家
0
屑
繭
孤
理
と
い
う
形
で
生 

れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
.(

前
々
号
、
9

.の
(5
)

参
照)

、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
戦 

後
の
生
糸
需
要
分
野
が
再
び
，織
物
に
変
り
、
太
織
度
糸
の
需
要
が
中
心
と
な
っ 

た
こ
と
、：
器
械
製
糸
.の
か
.か

る

動

向

へ

の

転

換

が

遅

れ

た

，
こ

と

な

ど

、

の

戦

後 

条
件
を
背
景
と
し
て
、
統
fi
l
J
M
.
^
以
後
、
座
繰
器
0
動
力
化
に
よ
る
太
織
度
低 

格
糸
の
生
産
に
よ
っ
て
急
速
な
発
展
を
と
げ
'
そ

の

生

糸

生

産

に

"お

け

る

比

重 

を
増
し
て
来
る
.に
つ
れ
て
、
戦
後
製
糸
業
全
般
に
多
大
.の

影

響

を

与

え

る

.こ
と 

に
な
り
、
昭
和
三
〇
年
以
降
の
合
理
化
問
題
へ
の
：一
契
機
と
4

な
っ
た
も
の
で
：
 

.あ
る
。

' 

.

と
と
ろ
で
、
戦
後
製
糸
業
の
生
産
構
造
に
著
し
い
影
響
を
も
つ
と
と
に
な
,.
0
. 

た
合
理
化•

再
編
成
は
'.
自
動
繰
糸
機
の
導
入
と
い
う
技
術
革
新
と
、
過
剰
設 

備
の
処
理
と
い
う
企
業
整
備
と
の
、
一
一
つ
の
過
程
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た

も
の
.で
あ
っ
た
。
：
.
.
：
.

:

へ
ま
ず
第
一
の
,
:
:自
動
#
糸

機

：の
：導

入

過

程

ビ

0
い
て
見
れ
ば
、
戦
後
の
製
糸 

設
備
の
復
元
は
ノ
当
初
.は
主
に
戦
前
の
多
条
機
を
：も
っ
，て
行
わ
れ
、
復
興
の
一 

段
落
し
た
昭
和
ニ
四
年
頃
が
：ら
、
片
倉
の
試
験
操
業
な
^

に

よ

ヴ

、
，
.
自

動

繰

糸
 

機

，
の

企

業

化
.が
、
：
大
製
糸
に
お
い
て
見
ら
お
る
よ
ぅ
に
な
：っ
.た
が
、
>』

れ
が 

本
格
化
し
、
'■
■•自

動

機

：の

導

入

と

普

及

が

進

む

の

は

ー

ニ

.
一一：年以
降
.で
あ
っ
て〈

S
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参
照)

、v

そ
こ
に
.は
，
戦
後
日
本
に
お
け
る
技
術
革
新
の
進
展
と
い
ぅ
.
. 

:

一
般
的
事
情
と
、
過
剰
設
備
の
処
M'
-
に

よ

る

設

備

更

新

：と

い

ぅ

製

糸

業

の

特

殊
 

.
事

情

(

後
述
- #
照)

.
が
襄
な
:°
て
い
た
。；
こ
の
.自
動
機
導
入
の
技
術
的
意
義 

は
、)

戦
前9

合
理
化
時
代
CD
.中
心
：で
あ
っ
た
多
条
機
に
よ
っ
て
も
、
な
お
克
服 

丄
得
な
か
っ
た
繰
糸
エ
程
の
セ-

r

ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
的
性
格
が
、
こ
の
自
動
機 

化
に
よ
っ
て
漸
く
克
服
さ
れ
は
じ
'め： (

と

く

に

、

锇

度

感

知

、

接

緒

エ

程

等

.の
指 

.
頭
技
術
か
ら
の
解
放
と
、
繰
糸
女
X
の
監
督
労
働
者
化)

、
わ
が
国
製
糸
業
史
上
、
 

は
じ
め
て
本
格
的
な
^
術
革
命
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
 

自
動
機
也
に
よ
る
製
糸
.企
業
の
経
済
効
果
の
面
で
.も
、
顕
著
な
も
の
を
も
た
ら 

す
こ
:i
.に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
'自

動

機

：
の

導

入

と

.
一
日
一
一
交
替
制
の
実
施
に 

よ
る
労
働
生
産
性
.の
向
上
：と
繰
糸
エ
の
絶
対
的
減
少
、
生
糸
生
産
コ
ス
ト
の
贩 

減
(

蚕
糸
局
生
糸
製
造
販
売
费
調
査
：に
：よ
る
昭
和
ニ
九
年
よ
り
三
ニ
一
年
に
至
る
推

定

 

平
均
低
下
率
は
約一 .

五
%'
.

)

、
：
：
生

糸

品

質

の

均

1
<b
と
：
向

上(

と
く
に
、
一
ニ
中
以 

上
の
太
物
に
お
け
る
生
糸
受
検
成
填
の
向
上)

.等
々
之
な
つ
て
^

®
し
、
，導
入
後 

数
年
な
ら
ず
し
て
、
自
動
機
に
よ
る
生
糸
生
産
量
ぼ
、
旧
設
備
に
よ
る
生
産
量 

を
、
相
対
的
に
も
絶
対
的
に
も
庄
倒
：す
る
に
至
0
た
。(〔

第
一
七
表〕

参
服)

.

な

お

.'
こ
.の
自
動
機
.化
^
関
し
て
注
.目
す
べ
き
点
は
、
自
動
機
の
普
及
が
、
：

年 次
全 繰 糸 機 内 . 自 動 繰 糸 機

エ 場 数 設 備 台 数 ’ 工場数 （％ ) 設備台数 （％ )
昭 和 2 5 年 300 49,981 3( 0. 3) 364( 0,7)

27 292 49,586 6 ( 2 .1 ) 924( 1.9)
29 296 49,645 21( 7 .1 ) 2,474( 5.0)
31 289 49,180 38(13.0) 3. 368 ( 6. 9)
32 280 ‘ 49,176 62(22.1) 5,123(10.4)
33 251 38,787 89(35.5) 6, 354(16, 4)
34 236 33,265 119(50.4) 8,337(25.1)

⑴ C ) 内は全繰糸機（工場数，設備数）を 1 0 0 とした。/。。 

⑵. 自動繰糸機の工場数は, 本機を設置する工場数。

〔第 I7 表〕 自_ 繰糸機による生糸生産推移，単位；俵

年 へ 次 自動繰糸機による 
— (%) その他による（％ ) 生糸生産会計（90

昭 和 2 9 年 

31
33
34

18,846( 9.3) 
29 ,120(12.8) 
77,774(32.9) 

123,814 (52. 4)

181,160(90.7) 
198,822(87. 2) 
158,480(67.1) 
112,285(47.6)

199,646(100) 
227,942( " )  
236.254( " )  
2 3 6 ,1 0 4 ( " )

両琴とも，前 掲 「蚕糸業安定化のためめ検討資料」による。
■...ぐ. . . '■ • ....

〔第 1 6 表〕 繰糸機自動化の推移

わ
が
'国
製
糸
業
の
.歴

史

的

展

開

と

戦

前

.•

戦

後

の

構

造

變

化

へ

一. 
一̂

今

日

で

は

、
：
犬

：製

糸

及

び

中

小

製

糸

を

含

め

て

、

器

械

製

糸

全

般

の

傾

向
 

'
と

な

っ

て

お.り

、
，
と

の

点

で
.、
：
か

：つ

て

の
#
条
機
化
に
よ
る
合
哩
化
が
、；大 

:

規
模
経
営
の
優
位
性
を
確
立
し
、
こ
-れ

が

:'
巨

大

コ

ン

ッ

ェ

ル

，
ン
=
に

よ

る 

製
糸
業
の
独
占
的
支
配
の
签
礎
と
な
っ
た
の
と
は
、
か
な
り
性
格
を
異
に 

.

.し
て
い
る
こ
と
で
あ
：る
。
す
な
わ
ち
、
自
動
機
の
導
入
は
、
当
初
は
主
と 

し
て
大
製
糸
を
中
心
に
行
わ
れ
た
が
、
.
三

三

年以
降
は
.、
中
小
製
糸
に
お 

い

て

も

：
自

動

機

化

傾

向

が

進

み

：

(
〔

第
.一
六
：表

〕

参

照)

、
自
動
機
化
-r
よ 

,
る
合
理
化
は
ノ
今
日
で
は
各
企
業
階
層
に
渗
透
し
つ
^
ぁ
り
、
も
は
や
大 

製
糸
の
独
占
物
で
は
.な
く
な
0
て
い
る
。、
こ
の
た
め
、
勿
論
、
設
員
双
模 

に
；お

け

る

大

製

糸
^

^
小

製

糸

の

格

差

は

、

絶

对

的

に

は

^

然

大

き

い

と 

は
い
え
、
大
製
糸
の
，申
均
■

■
M

m
が
年
々
a
ホ
す
る
傾
向
?

の
理
由 

.
に
つ
い
て
は
後
述
参
照)

/
と
掛
俟
っ
て
、
両
者
の
格
差
は
若
干
縮
小
す
る 

動
き
を
示
し
て
お
り
.
■

(〔

第

1:

八
表〕

参
照)

，,繰
糸

設

猶
の

何

れ

：も

が

、 

ほ
ぼ
同
じ
性
能
の
自
動
機
.に
よ
っ
_て
装
備
さ
れ
.て
い
る
事
実
.(

機
械
の
型 

式

で
は
、
.「

.タ
マ 

ー
o
型」

:
:が
：压
倒
的
比
重
を
.し
め
る)

が
ら
見
て
も
、
' 大
製 

糸
と
中
小
製
糸
の
経
営
上
の
格
差
ば
、
戦
前
の
ご
と
く
貢
的
な
も
の
で
は 

な

く

な

り

っ

つ

あ

る

と

.
い

え

る

で

あ

ろ

う

。

(

こ
う
し

た
変
化
は
、
坐
糸
の 

''
生
産
.過
程
だ
け
で
は
な
<'
-
、
.亦
場
.
.流
通
条
伴
の
戦
後
変
化
と
；も
結
び
つ
い
て

い

る

も

の

で.あ

る)

次
に
、
再
編
成
の
い
ま
一
つ
の
側
面
と
し
て
、
過
剰
設
馓
.の
処
理
過
程 

つ
：い
'て
見
よ
う
。
 

• 

.

:

戦
後
製
糸
業
：の
.過

剰

設

備

問

題

：は

、

既

に

指

摘

し

た

よ

う

に

、
.
製

糸

業 

:

の

戦

後

復

元

の

あ

か

方

：に

端

を

発

し

、

大

製

糸

の

優

位

性

が

相

対

的

に

後

• 

亡 
一

M

 

(

•:
'
.
.三
七)

：



〔第 I8 表〕 企梁階層別:!:場当り由敷繰糸機免許台数推移

階 m 別 昭 和 3 0 年 3 2 年 3 4 年

上 位 1 0 社 140.4 132,8 105. 3
そ の 他 5 1 .1

53' 4 53. 8

前 掲 「検討資料」による。

〔第 1 9 表〕 製糸設備趟理の庚施状況

処 理 年 度 業者数 工場数
繰 糸 機 妈 理 台• • パ

数

稼 動 休 止 計

昭和32年 63 86
.... ....  ̂ . ■へ ..■ ■

2,048 3,100；5 5,148.5 .
33 , 47 67 2,076 2,651 4,727

j第 1 次
61 80 3,505 427 3,932

1 第 2 次 ,58 65 818 339 1,157
合 計 8,447 - 6,517.5 14,964.5

(56% ), (44%). (100%)

⑴処理台数は多条機換算。 

⑵ 前 掲 「検討資料」による。

退
す
.
'る
、
■
と
い
ぅ
内
部
構
造
の
変
化
の
過
程
で
生
じ
て
来
た
^

の
.で
：、
製
糸
設 

.

:備
が
::
'
原
料
繭
供
耠
と
1生
糸
需
要
の「

双
方
に
.対

し

：て

過

剰
.ど
な
.
.-°
た
と
' 
こ
'
ろ 

に
、
戦
後
の
特
徴
が
•あ
っ
た
。
そ
し
て
、
：
こ
、の
設
備
過
剰
が
慢
性
化
し
た
直
接 

:
'
;
の

要

因

片

：は
'
低
賃
金
労
働
に
依
存
す
る
中
小
霧
糸
0.
執

拗

な

存

続

が

見

ら

.れ 

V

た
：
こ

と

、

：

設

備

費

バ

：旧

式

多

条

機

-

)

.の
'割

安

：
で

あ

づ

：

た

こ

と

が

'
、

か

え

っ

て

設

備 

;
:糜
棄
を
遅
ら
せ
^

^
と
：、：参
後
の
原
料
繭
地
盤
の
動
揺
が
；
.中
小
製
糸
に
も
帘 

，
立

の

機

会

を

与

え

、
；
製

糸

業

の

整

理

が

_

難
セ
あ
づ
た
こ
と
、ベ#

々
：の
諸
ぎ
情
. 

.
を
あ
げ
得
る
.，
.
.：
'
.
;
、
f

-:
;'
'

:
.

■.
と
こ
ろ
で
、
過
剰
設
備
の
.整

理

，
は

、
,国
庫
補
助
を
前
提
と
：し
た
一
種
の
合
理 

■:
化
ヵ
ル
テ
.ル
で
あ
る
；
^

糸
製
造
設
備
臨
時
措
置
法」

.
の
規
定
に
も
と
づ
き
"

.

.昭
和
三
ニ
.年

か

ら

三

西

牟

の

，
不

況

期

に

'お
.い

て

、

前

後

四

回

：

.に
：わ

た

り

，実

施

さ 

:れ

た
0 (〔

第
一
九
表〕

.
参
照)

こ
れ
に
ょ

り

、
整
理
実
施
前
の
.設
備
の
三
割
強
が 

.

.処
分
さ
れ
た
.こ
と
に
な
る
が
:'
こ
0
:処
分
さ
れ
た
設
備
の
ぅ
ち
に
は
、
休
止
エ 

場
め
も
の
.が
半
数
近
.く
を
.し
；め〉

て
：い
.た
た
め
ゝ
；
設
備
処
理
は
、
：
実
際
に
は
、：
こ 

一
れ
ら
設
備
の
免
許
取
消
'に
終
っ
へ
た
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
'っ
た
0
し
か
し
な
が 

ら
、
か
か
各
行
政
措
置
.に
：よ
ら
.て
、
潜
在
的
な
過
剰
設
備
庄
力
が
緩
和
さ
れ
た 

こ
.と
は
#

実
で
あ
り
、
ま
た
，
旧

設

備(

多
条
機
及
び
普
通
機 > 
'
の
廃
棄
と
同 

時
に
、
自
動
機
の
導
1
-
<が
促
進
さ
れ
た
-
と
は
、
設
備
処
理
が
、
単
な
る
企
業 

整
備
に
終
ら
ず
、
'企
業
合
理
化
と
製
糸
業
再
編
成
べQ

役
割
を
果
し
た
も
の
と 

し
て
、
そ
.の
意
義
は
重
要
な
も
の
が
あ
0
た
.
.の
.で
あ
る
。
"

さ
て
、，
以
上
の
合
理
化
，
再
編
成
の
過
程
を
通
じ
て
、
製
糸
業
の
構
造
変
化 

の
方
向
と
ぞ
の
特
質
を
探
る
が
ら
ば
、
：
そ
こ
に
は
、.
ニ •

三
の
新
し
い
問
題
を 

見
出
す
こ
と
が
.出
来
る
。？

〔第 2 0 表〕 大製糸における製糸部門の売上高比率推移( %)

区 分 昭 和 2 9 年 - 3 0 年 3 1 年 3 2 年 3 3 年

A 社 75.6 77. 3 86.8 89.6 90.4
B 62.1 5 8 .1 50.4 48. 9 48.4
C 87.3 8 6 .1 87.5 91.4 87. 9
D 24, 0 20.8 17.6 17.0 23. 0
E 10.7 —— 8.7 5. 2 4 .4
F 36.7 ' - 27.8 23.2 22. 3

(備考） A社は，3 1 年より事業部門を独立させたため，製糸部門の比率は塯大してぃる。，

〔第 21 表〕 製糸工場数設備規模別構成推移( ) 内％

設備興換別 昭 和 2 6 年 28 _年 3 0 年 3 2 年 3 4 年

50台未満 

51~150n  
150台以上

計

,21( 7 .1 )  

113(38,1) 
.165(54.8) 

299(100)

1 6 (5 .4 )  
115(39.1) 
163(55.5) 
294(100)

17 ( 5 .8 )  
114(38. 8) 
163(55. 4) 
294(100)

14( 4.9) 
108(38, 2) 
161(56,9) 
283(100)

1 8 (7 .6 )

130(54.9)
89(37.5)

237(100)

両表ども，：.前掲':「検討資料」；に.■よる.。

:

ま
ず
第
一
に
は
、
自
動
機
化
の
企
業
経
営
べ
：の
影
響
の
問
題
が
あ
る
。
自
動 

機
の
導
入
が
，、.
，
果

し

て

、

製

糸

経

営

.に
い
か
な
る
好
影
響
を
与
え
た
か
は
、

一
 

概

に

は

断

定

出

来

な

い

が

，、

昭

和

三

一

.年
か
ら
三
三
年
に
わ
た
る
.蚕
糸
局
決
算 

報
告
書
の
格
果
分
析
に
よ
れ
ば
、.
自

動
- ^

の
合
理
化
効
果
に
も
拘
ら
ず

、企
業
の 

収

益

性

、

資

産

負

，債

構

成

等

、

.
各
種
経
営
指
標
か
ら
見
て
、

一
般
に
、
従
来
の 

製
糸
経
営
.の
不
健
全
性
は
、；
依
然
解
消
さ
れ
て
い
な
い
模
様
で
あ
る
。
但
し
、
 

自
動
機
導
入
の
有
無
に
よ
る
企
業
経
営
上
の
格
差
は
、

一
企
業
一
工
場
に
ょ
る 

中
小
製
糸
業
者
間
で
は
拡
大
し
、
企
業
の
階
層
分
化
を
進
め
て
い
る
よ
う
.で
あ 

る
。
こ
う
し
た
動
向
に
つ
いV

は
、
さ
ら
に
、
^
:地
の
個
別
経
営
の
実
態
殳
^
 

の
結
果
に
よ
っ
て
、
«
付
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
：れ
に
対
し
て
、へ
明
確 

に
い
え
る
こ
と
.は

、
：大

製

糸

の

動

向

、
：

.
す
な
わ
ち
，
自
動
機
化
に
よ
る
合
理
化 

が
進
展
す
る
反
面
に
お
い
て
"
.大
製
糸
の
.経
営
多
角
化
に
よ
る
兼
営
•
加
工
部 

門
の
拡
大
が
.行
わ
れ
、；
上
位
企
業
.の
す
べ
て
に
つ
い
て
、：
製
糸
部
門
の
比
重
の 

低
下
が
、
顕
著
な
傾
向
と
し
て
あ
^-
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

(〔

第
二
〇

s

.

i

 

•

.
第
二
に
、：
：自
動
機
化
に
と
も
な
っ
て
、H

場
規
模
と
生
産
本
制
の
再
編
と
い 

う
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、，
三1

一
年
以
降
、
設
備
•処
理
が
進
行
し
た
過
；程
に
お 

け
る
，
.設
備
規
模
別
の
階
層
構
成
の
動
向
が
示
し
て
い
る
：よ
.
.う

に

(〔

第
二
一 

表〕

参
照)

、
一
S

一
 

ム
ロ
以
上
#

の
^
»
と
5:
0

台
未
満
層
の
.停
滞
化
に
対
し
て
、
 

五

！
 —

一
.五
©
台

の

：中

規

模

層

へ

：
の

.：
製

糸

エ

場0-
集
中
化
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
，

こ
の
よ
う
な
工
場
設
備
の
中
規
模
化
と
>
-
も
に
、：：.大

製

糸

>
.
中

小

製

糸

全

体

を 

含

め

：
て
の
：、

自

動

機

把

よ

る

新

し

い

集

中

坐

產

体

制

が

形

づ

ベ

ら

れ

つ

つ

あ

る
 

こ

と

を

意

味

す

る
.も

の
.で

あ

る。■. 

■



〔第 2 2 表〕 生糸生産における上位10社集中度推移，単位：俵

，区 ，分 . 昭和26年 2 8 年 30 :年 3 1 年 3 2 年 3 3 年

㈧ 生糸総生産量

(B) 器械製糸分

( C ) 10大製糸分 

C / B  ( % ) .  

C / A  ( " )

215,268
172,838
82,782
46.3
38,5

250,721 
198,374 
89,465 
4 5 .1 
35.7

289,476 
216,505 
96,088 
44. 4 
33.2

312,787 
227,942 
100,860

44.2
32.2

314,775 
228,945 
101,478 

• 44.3 
32.2

333,573
236,254
101,291

^2.9
30.4

'

,.

第
一
一
一
；
に

は

、

以

上

の

動

向

' と

関

連

し
 

:■
て

、

製

糸

業

に

お

け

る

戦

後

の

独

占

..
;
集 

中

化

傾

向

の

問

題

が

：
ぁ

を

。

.:

.:

.
す
な
わ
ち
、：

—

こ
の
点
で
の
戦
後
.の
特
質
と
乙
て
、
大
製 

, 

'
糸
に
お
け
る
生
産
規
模
と
設
備
規
模
の
縮 

小
と
、
こ
.れ
に
よ
る
合
理
化
と
菜
中
生
產 

.体
制
が
進
展
す
る
反
面
、
申
ホ
罾
糸
に
お 

い
て
は
、
自
動
機
化
に
よ
る
近
代
化
と
同 

時
に
、
生
産
規
模
の
拡
大
が
行
わ
れ
た
こ 

■

と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
は
、
国
用
製
糸
業 

.

;
.者
の
新
規
参
入
と
.い

ぅ

戦

後

事

情
^-
:

よ

っ 

.

て
.：
生
糸
生
産
に
お
け
る
.上
位
企
業
へ
の 

.

集

中

度

は

、

戦

後

.
一

貫

し

て

低

下

す

る

傾 

向

が

見

ら

一

れ
る

。

_

一
一
.

一
 
表〕

参

照) 

こ

の

生

産

集$

の
、
低

下

が

、

今

^

も

同
 

，様
に
続
く
か
否
か
は
予
断
出
来
な
い
と
は
M 

る

.
'
t
.
え
.
大
製
糸
に
と
っ
て
、
..戦
後
の
製
糸 

口

業

が

、%•
は

や

戦

前

の

ご

と

き

独

占

的

支
 

^

配
を
行
使
す
る
産
業
的
な
場
で
な
く
な
り 

^

つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
の
よ
ぅ
な 

^

傾
向
は
、
製
糸
業
の
合
理
化
.
再
編
成
の 

I
.

今
日
的
性
格
を
、
如
実
に
反
映
し
た
も
の 

_

と
い
え
よ
ぅ
。

,

. (

3)
'

戦
後
製
糸
業
の
合
理

.

北
と

'「

体
質
改
善

」

問
題

■-
戦

前

ま

で

め

製

糸

業

の

構

造

的

特

徴

は

、
'
輸

出

産

業

と

し

て

の

独

自

な

存

立
 

、

条
件
の
も
と
で
の
、

g大
；.

コ：
ン
ッ
工
ルX

の
支
配
す
る
.「

一
一
極
集
中」

的
構
造 

で
あ
り
、
'そ
^
で
は
、
高
度
な
資
本
集
中
形
態
の
発
展
^

^
し
て
、
産
業
体
制 

と
し
て
の
近
代
化
の
立
ち
遅
れ
が
顕
著
で
：あ
っ
て
、
戦
時
の
垂
糸
統
制
と
戦
後 

の

組

織

改

編

：に

ょ

り

>

こ

の
、

遅
^
た
產
業
と
し
て
の
性
格
の
み
が
、

戦
後
の 

.
製
糸
業
に
遺
さ
れ
た
'の
で
あ
っ
た
。：

戦
後
製
糸
業
の
合
理
化
の
意
義
は
、
戦
前
に
形
成
さ
れ
た
こ
の
構
造
上
の
ギ 

ャ
ッ
プ
と
、.
近
代H

業
'と
.し
七
の
；立
ぢ
遅
れ
を
克
服
す
る
こ
と
に
'あ
り
、
そ
れ 

は
現
実
に
は
：
戦
後
の
：技
術
革
新
と
日
本
経
済
の
構
造
変
化
全
般
に
規
定
さ 

:
れ
た
、:
製
糸
寒
の
存
立
条
件
の
変
化
、
輪
出
産
業
ょ
り
織
物
用
原
糸
生
産
へ
の 

転
換
、
と

.

い
ぅ
新
し
い
事
態
へ
の
、',
'

製
糸
業
自
ら
の
適
応
の
過
程
で
あ
る
こ
と
. 

を
意
味
し
た
。
か
く
て
戦
.後
の
製
糸
業
は
、：
そ
の
'産
業
基
盤
の
戦
後
的
再
編
の 

上
に
立
つ
新
し
い
企
業
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
、'.
要
請
さ
れ
た
の
で
.あ
る
。

'
と
こ
ろ
が
、
こ
の
：戦
後
条
件
.へ
の
適
応
は
、
製
糸
業
に
：と
っ
て
は
、
必
ず
し 

も
容
易
な
途
で
は
.な
か
っ
た
。
適
応
そ
の
も
の
が
遅
滞
し
、
か
っ
適
応
.の
仕
方 

、

も

、
、
消

極

的

•

受
動
的
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

.

ノ
ま
ず
、
戦
後

の

復
,7
0
計
画
が
、
戦
前
型
の
輪
出
産
業
と
し
て
の
製
糸
業
を
目 

標
に
，実
施
さ
.れ
た
こ
と
に
ょ
り
、
戦
後
条
件
へ
.
.の
■適

応

：
は

遅

れ

、
.

か

つ

設

備

過
 

，菊
と
い
ぅ
重
荷
を
生
ず
る
に
至
っ
.た

こ

と

で

あ

る

。

ま

た

、

市

場

.

.
鹿

通

条

件
 

及

び

原

料

基

盤
.へ

の

適

応

の

連

，れ

は

、

：：

生

糸

取

引

体

制

に

.お

け

る

輸

出

生

糸

中
 

心
主
義
の
'残
存
、
原
料
繭
不
足
と
購
繭
競
争
め
激
化
に
よ
る
、
繭
地
盤
の
動
揺

と
産
蔺
処
理
体
制
の
混
乱
等
.に
あ
ら
わ
れ
、
こ
，
れ

らが
、
ま
た
、
製
糸
経
営
の 

近
代
化
を
制
約
し
て
い
る
こ
と
。.
さ
ら
に
、
条
件
変
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
最 

も
重
要
な
設
備
合
理
化
，
近
代
化
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
、
過
剰
設
備
の
鸽
里 

と
自
動
機
化
を
、.
.同
時
に
実
現
し
.た
.意
味
は
大
き
い
に
せ
よ
、：
製
糸
業
全
体
と 

し
て
は
、
：
そ
の
生
産
規
模
が
停
滞
化
し
、
縮
小
し
、
他
部
門
へ
の
資
本
逃
避
が 

行
わ
れ
る
過
程
で
の
、：
合
理
化
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
.今
日
の
技

術

革

新下
で
' 

の
、
.衰
退
産
業
に
見
ら
れ
る
防
衛
的
な
対
応
と
し
て
の
性
格
を
多
分
に
も
っ
て 

い
る
こ
と
で
あ
る
。

.
な
お
、
最
後
に
，
以
上
の
基
礎
過
程
の
上
に
立
ち
、
か
つ
そ
れ
を
指
導
す
.る 

行
政
対
策
上
の
問
題
が
あ
る
。，
戦
後
の
製
糸
業
行
政
に
は
、
安
定
化
対
策
と
合
，
 

理
化
対
策
と
の
ブ
ー
つ
の
蓮
本
方
向
が
あ
り
、
前
者
は
蚕
糸
価
格
安
定
制
度
の
運 

用
を
中
心
と
ず
る
市
場
対
策
を
主
た
る
目
的
と
し
、
後
者
は
"
過
剰
設
備
の
処 

理
、
企
業
合
理
化
等
に
よ
る
業
界
再
編
成
.を
、
.そ
の
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
っ 

た
。
そ
し
て
、
戦
後
製
糸
業
の
.停
滞
化
*:
衰
退
：化
'の
；直
接
の
要
因
で
.あ
，石
過
剰 

.
虫
産
問
題
の
背
後
に
、
市
場
的
要
因
の
み
な
ら
ず
、：

構
造
的
要
因
の
潜
む
.こ
と 

が
、
漸
次
明
白
.と
な
る
に
と
も
な
っ
て
、
合
理
化
対
策
が
：、
製
糸
業
の
全
構
造 

に
関
す
る「

体
質
改
善」

問
題
と
し
.て
、
，提
起
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

今
日
、
か
か
る
合
理
化
対
策
办
一，
つ
の
焦
点
は
、
一
製
糸
業
界
.、
と
く
に
中
小 

製

- ^
業
の
合
理
化
*
再
編
成
を
進
め
'て
行
く
基
準
と
し
て
、
製
糸
経
営
に
お
け 

る
適
正
規
模
を
確
定
す
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
対
策
の
こ
う
じ
た
あ 

り
方
が
.、
既
に
見
た
よ
う
に
、
最
近
の
自
動
機
化
の
普
及
に
と
も
な
う
業
界
の 

再
編
成
動
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
し
た
が
っ
て
ま
t
、
 

そ
れ
が
、
経
営
の
合
理
化
と
、
產
業
体
制
の
近
代
化
を
前
提
と
す
る
、
新
た」

ぶ 

わ
が
国
製
糸
業
の
歴
史
的
展
開
と
戦
前
•
戦
後
の
構
造
変
化(

こ)

企
業
体
制
の
確
立
を
意
図
し
て
い
る
限
0
に
お
い
'て
、
そ
の
対
策
は
、
'ま
さ
し 

く

「

体
質
改
善」

策
た
.る
の
名
に
値
す
る
と
'
:
;え
ょ
う
。
し
か
し
、
現
実
に
進 

み
：つ
つ
あ
る
製
：糸
企
業
の
再
編
成
が
、
•.
繰
返
し
強
調
し
た
ょ
う
に
、
今
日
の
技 

術
革
新
と
経
済
構
造
の
変
動
べ
の
防
衛
的
.
受
動
的
対
応
と
し
て
行
わ
れ
て
い 

，る
と
と
ろ
か
ら
、
適
芷
規
模
化
に
ょ
る
問
題
め
克
服
と
い
う
行
き
方
に
も
大
き 

な

制

約

が

あ

り(

勿
論
、
こ
こ
'で
、

製

.系

経

営

の

適

正

規

模

な

る

も

の

の

具

体

的 

条
件
に
つ
き
、
そ
の
実
態
を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る)

、
製
糸
業
存
立
.の
方 

向
は
、
む
_し
ろ
、.
製
品
の
加
工
度
を
高
め
、
.原
料
.の
農
業
的
：基
盤
を
克
服
す
る 

な
ど
、.
今
日
の
経
済
構
造
、
産
業
構
造
ベ
の
積
極
的
対
応
の
仕
方
に
求
め
.ら
れ 

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
製
糸
経
営
に
お
け
る
適
正
規
模
の
問
題
も
、
こ
う 

し
た
方
向
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
積
極
的
意
味
を
も
ち
得
る
こ
.と
に
な
る
と
思 

わ
れ
る
。(

完) 

.

追
記
.
本
稿
は
.'
昭
和
三
土
ハ
年
度
、
農
林
省
試
験
研
究
費(「

製
糸
業
の
体
質 

,

‘，
改
：善

に

関

す

る

研

究

」)

及

び

同

年

度

下

期
、
.
.
慶
応
義
塾
学
事
振
興
資
金 

に
よ
る
研
究
の
：1
部
で
：.ぁ
る
プ
：

.
ャ

1 

m
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